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　 403 　　　　 リ グニ ン 分 解 細 菌 Sρ鯨 躍 go 梱 槻 欝 愛 蠅 編 溜 o 碗 1螽 SYK −6 株 の

　　　　　　　　プ ロ トカ テ ク 酸 メ タ 開裂 系脱 水 素 酵 素遺 伝 子 の 構 造 と 機能 解 析

　　　　　　　　○百瀬清隆、政井英司、西川 誠司
’
、片 山義博

”

、福田雅夫

　　　　　　　　　　 （長岡技大 ・生物、
’
コ ス モ 総研 、

繊
農 ［1大 憾 ASE ）

　　 【目 的 】 Sphirege．monas 　．VditcimohiXis　SYK −6 は多様な リグニ ン 2 量体化合物 を特異的分

　 解酵素系 に よ っ て プ ロ トカ テ ク酸 （PCA ）へ と変換す る こ とか ら 、　 PCA は本株の リグニ

　　ン分解 で重要 な中間代謝物で ある と考 え られ る。PCA は SYK −6 に よ りメ タ開裂経路で

　 代謝 され る が 、本経路の遺 伝 学的解析例 は他 に も見 られ ない ため、PCA メタ開裂系遺

　 伝子 の 構造 と 機能の 解明が 望 まれ る 。本研 究 で は特 に PCA の 環開裂 後 に 生 じる 4 −

　 carboxy −2−hyd蹲 xymuconat け 6−semlal血 hy虎 （CHMS ）を 2−pyrone−4，6一纐carboxyl 亘c　acid （PDC ）

　　に 変換す る CHMS 　dehydrogcnaseに着 目 し て 、そ の 遺伝子 の 構造 と機能 を解析 した 。

　　 【方 法 と 結果 】 PCA 　4，5一ジオキシ ゲナ
…ゼ遺伝子（9igAB）を含む 90．S−kb　Et’oRI 断片 の

　 9igB下流 に CHMSdchydmgellase遺伝 子（iigC）の 部分領域の 存在が示唆され た。　tigC全 長

　　を含む ク ロ ー
ン を遺伝 子ライブ ラ リ

ーか ら単 離 し、9igB下流の 約 2．6−kb の 塩基 配 列 を

　 決定 した。そ の 結果 、屍gC と推定 さ れ る 945　bpの open 　reading 　（
’
rthme が ligBの 295　bp下

　 流に 存在 した 。一
方、9igCを大腸 菌で発現さ せ た と こ ろ 、約 4  kDヨ の 蛋 白質の 生産が

　　見 られ 、 こ の 蛋 1≒質が NAD ＋お よび NADP
’f
に依存 して CHMS 　 dahydrogenase活 性 を示す

　　こ とが 明 らか とな っ た。

　 CIQning，　sequencing ，　and 　expresslon 　ol　4−carboxy −2−bydr乱）xyrr ．uconate −6−semialdehyde 　（CMdS ）

　 dehydrogenase　gene　fro：n　Sphin80monas 　paucimobiiis 　SYK −6・

　 （⊃Kiyo匸aka 　Mc 皿 osc ，　Eiji　Masai ，Sei罫Nishikawa，
厚
YoshihLro　Katayama，

糊
鼬 d　Masao 　Fukuda ，

　 （Dept，　BAceng ，　Nagaoka 　Univ．’t’echnol ．℃ osmo 　Res．〕nst ！
本
Tok ンoUniv ．　Agr亘c ．　Technol，　BASE ．）

　　 〔蓋 ey 　VVordl】　　dehydrogenasc，　hgninbiodegradution ，解 ε £翻 一fiss亘on 　pathway，　protocatechuate

404 　　　　連続運転 ゴ ミ処理装置中の 微 生物叢

　　　　　　（a東大院 ・応生工 、
2東大院 u分生研 、

3東京ガス 、蟾 州大 e繊維）

　　　　　 tlvfamix　Pedrol 、 林 　信博1
、 横田　明2

、 向井隆司3
、
　 o 石井正 治 且、

　　　　　 児玉 　徹 4 、五 十嵐泰夫亘

く 目的〉都市部に お ける ゴ ミ の 量は急激に増加 し続け て い る た め 、 その 減量化対策が望

まれ て い る。 都市 ゴ ミ の 中で も我 々 は有機性 ゴ ミ に 着 目 して い る 。 有機性 ゴ ミは 消却あ

るい は埋め 立 て に よる処理 が可 能 で あ るが 、
ゴ ミの 軽減化 だけで な く将来 コ ン ポ ス ト化

も可 能で あ る とい う点で 、 微生物処理法が極 めて 重 要な手法 と考えら れ る 。 今 回 は連続

運転 さ れ て い る東京ガス 株式会社の 処 理機 におけ る微生物叢 に つ い て 知見 を加 える こ と

を 目的 と した 。

〈 方法及 び結果 〉安定運転 され て い る 生 ゴ ミ処理機か らサ ン プ リ ン グを行 い
、 処理 機中

の 徴 生物を単離 した 。 1   株 が単離 され 、 形態学的、化学分類学的性質 を調べ た結果 、

iO 株 と も翫 c曲 嘱 で あ る こ とが示され た 。 また Biolog　system 　1こよ っ て単離 され た株の

種 を検討 した と ころ 、 8．caageeians 、
　 B ．．enegaten

’
um 、

　 B ．　bre　vis 、　 B ．　＃ichenifomli
’
s．　 B ．

ρ鰤 e艫 北 同定され た 。 さ ら に こ れ ら 10 株の 鯀 SrD 瞬A を ク U 一 ニ ン グ し。塩基 配 列 を

決定 した 。 これ ら の 配 列か ら近 隣結合法 に よ り分子系統樹 を作 製 し、 分 子系統学的考察

を加 えた。

Microfior鹽鴛 触 鷂 oo磁 i覦 x》麗 旦y磁 vo Ω compos 鯱 。

1跏 n置x 　pam
，
　E　Nobuhiro 　R 。H｛ayashi ，　2A｝tira 　Yekota

，
　3　Takash亘Mwkai，　O ！Masaham 　lshl量

，

4T6hru 　Kodanaa 　1　Yasvo 亙9twaski　（Z耳）ept．　Biotechnoi．，　Unlv ．　of 　Toky   ，2璽線 且臘 ¢ of 　Mo 廴 Ce旦互u 且・

B且osc 量．，　Univ．　of 　Toky   ，

3Tokyo 　G 訊s　C   ．．4Faculty   f　Tex 磁 ¢ So量。　and 　Tech ．
，
　Shinshu　Univ。）

＜ Key 　Wo 醜 ＞ c   mpasaiag ，16s・TDNA ，
8aciiiues　sp ・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


